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－ 混合した測定値の意味するところ － 
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        （資産）          （測定基準） 
        現金            現在の価値 
        売上債権          期待される将来の価値 
        市場性ある有価証券     公正価値または償却原価 
        棚卸資産          現在の価値または過去の価値 
        投資            公正価値または償却原価 















































































                                                          
3 当該アプローチは、アメリカ会計学会が 1966年に公表した 1冊の報告書『基礎的会計理論』（ASOBAT：
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を含んでいる。以上、ASBJ 概念フレームワーク [本文 
para.7]。 
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